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概要
看護科学生か臨床実習中に，患者との援助関係を形成する過程で，どのような患者に対応か「むずかしい」と






































表 1 「むずか しい」と感じた患者の病状
患者の状態 人 （％） が検定＊
慢性期 27 (42 2) a 
急性期 11(17 2) b 
手術後 1 (17 2) b 
合併症がある 1 (17 2) b 
回復期 10 (15 6) b 
予後不良 9 (14 1) b c 
寝たきり 8 (12 5) b C 
手術前 4 (6 3) b C d 
増悪期 3(4 7) C d 
終末期 3 (4 7) C d 
教育入院 2 (3 1) d 
その他 7 (10 9) 
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表 2 「むずかしい」と感じた患者のイメ ージ n=9 
患者のイメージ 人 （％） が検定＊
頑固 25 (39 1) a 
わがまま 25 (39 1) a 
無気力 14 (21 9) b 
無口 13 (20 3) b 
不潔 8(12,5) b 
依存的 2 (3 1) C 
落ち栄かない 1 (1 6) C 
怖し‘ 1 (1 6) C 
その他 18 (28 1) 






















次に，年齢別でみると， 0 -18歳か 6人(9.4 
%), 19-50歳が21人 (32.8%),51歳以上か37
人 (57.8%)で， 3群間には有意の差か認めら






人 (15.6%),「予後不良」 9人 (14.1%),「寝
たきり 」か 8人 (12.5%),「手術前」 4人 (6.3
%),「増悪期」「終末期」が共に 3人 (4.7%),
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馨患者の イメージ「わがまま」






「頑固」 25人 (39.1%),「わがまま」25人 (39.1
％），「無気力」14人 (21.9%),「無口」13人(20.3
%),「不潔」 8人 (12.5%),「依存的」2人 (3.1
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置患者のイメージ「無気力 」









では36.4%, 「寝たきり 」では25.0％であ った。
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注 I: p<0.05 
図 5 患者の年齢別にみた患者のイメージ「頑固」
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